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1. ログイン・ログアウト

• J-OSLERのログイン・ログアウト方法ついて説明します。

• すべてのユーザーで共通です。



1. ログイン・ログアウト

1.1. ログイン （1/3）

①J-OSLERのログインページにアクセスします。

https://web.j-osler.jp/josler/cm0101/login.html

②ログインコード・パスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。

②

事前にメールでお送りした
ログインコードとパスワードを入力してください。



＊よくあるキー打ち間違え

「‘」 = Shift + 7キー （シングルクォート）

「`」 = Shift + @キー （バッククォート）

＊打ち方がわかりにくい記号

「|」 = Shift + ¥キー （パイプ）

※数字の１や小文字のｌ（エル）とも間違えやすいです。

「~」 = Shift + ^キー （チルダ）

※^キーは数字の0（ゼロ）の2つ右のキーです。

J-OSLERのパスワードを入力する時の注意

全角・半角文字もご注意ください。



1. ログイン・ログアウト

ログインに成功すると、トップ画面が表示されます。

1.1. ログイン （2/3）



1. ログイン・ログアウト

本システムの画面構成について（専攻医の例） ログアウト、マニュアルへのリンクを表示します。

各種規約等へのリンクを表示します。

各メニューに応じたコンテンツを表示します。

ユーザに応じた操作メニューが表示されます。

：メニューを開閉します。

1.1. ログイン （3/3）

：画面上部までスライドします。



1. ログイン・ログアウト

1.2. ログアウト （1/1）
① 「ログアウト」をクリックします。

①

以上で、ログイン・ログアウトは完了です。



2. 症例の登録と評価

• 症例の登録・評価方法について説明します。

• 登録は専攻医ユーザー、評価は指導医ユーザーで操作します。



2. 症例の登録と評価

2.1. 症例の新規登録 （1/4）

① 専攻医ユーザーでログインします。

② メニュー「症例 – 新規登録」をクリックします。

①

専攻医



2. 症例の登録と評価

2.1. 症例の新規登録 （2/4） 専攻医

入力項目



2. 症例の登録と評価

2.1. 症例の新規登録 （3/4） 専攻医

入力項目（つづき）



2. 症例の登録と評価

2.1. 症例の新規登録 （4/4） 専攻医

入力項目（つづき）

入力項目は以上です。



2. 症例の登録と評価

2.2. 症例の一時保存 （1/2） 専攻医

① 必要事項を入力します。

② 一時保存する場合は、「一時保存」をクリックします。

①

②

②



2. 症例の登録と評価

2.2. 症例の一時保存 （2/2） 専攻医

②

① 登録操作を再開する場合は、メニュー「症例 – 検索・参照・更新」をクリックします。

② 修正する症例の「修正」をクリックします。

①



2. 症例の登録と評価

2.3. 症例の評価依頼 （1/3）

① 必要事項を入力します。

② 「確認画面へ進む」をクリックします。

専攻医

①

②



2. 症例の登録と評価

2.3. 症例の評価依頼 （2/3）

① 内容を確認します。

② 「評価を依頼する」をクリックします。

専攻医

①

②



2. 症例の登録と評価

2.3. 症例の評価依頼 （3/3）

登録が完了しました。

専攻医

以上で、専攻医による症例の登録は完了です。



2. 症例の登録と評価

2.4. 症例の評価 （1/5）

① 指導医ユーザーでログインします。

② トップ画面のToDoにある、症例の「未着手」の件数をクリックします。

指導医

②



2. 症例の登録と評価

2.4. 症例の評価 （2/5）

①評価する症例の「評価」をクリックします。

指導医

①



2. 症例の登録と評価

2.4. 症例の評価 （3/5）

① 必要事項を入力します。

② 「承認」をクリックします。

指導医

①

②



2. 症例の登録と評価

2.4. 症例の評価 （4/5）

① 内容を確認します。

② 「評価を確定する」をクリックします。

指導医

①

②



2. 症例の登録と評価

2.4. 症例の評価 （5/5）

評価が完了しました。

指導医

以上で、指導医による症例の評価は完了です。



3. 病歴要約の登録と評価

• 病歴要約の登録・評価方法について説明します。

• 登録は専攻医ユーザー、評価は担当指導医ユーザーで操作します。



3. 病歴要約の登録と評価

3.1. 病歴要約の新規登録 （1/3）

① 専攻医ユーザーでログインします。

② メニュー「病歴要約 – 新規登録」をクリックします。

専攻医

①



3. 病歴要約の登録と評価

3.1. 病歴要約の新規登録 （2/3）

① 元になる症例の「病歴要約作成」をクリックします。

専攻医

①



3. 病歴要約の登録と評価

3.1. 病歴要約の新規登録 （3/3） 専攻医

① 基本情報タブ～添付画像タブがあります。

② 必要事項を入力します。

③ 一時保存する場合は、「一時保存」をクリックします。

（タブ切替時は自動保存されます。）

①

②

③

③



3. 病歴要約の登録と評価

3.2. 病歴要約の評価依頼 （1/4） 専攻医

① すべてのタブを入力します。

② 「チェックリストへ進む」をクリックします。

①

②



3. 病歴要約の登録と評価

3.2. 病歴要約の評価依頼 （2/4） 専攻医

① チェックリストを確認し、「□OK」にチェックします。

② 「確認画面へ進む」をクリックします。

①

②



3. 病歴要約の登録と評価

3.2. 病歴要約の評価依頼 （3/4） 専攻医

① 内容を確認します。

② 「評価を依頼する」をクリックします。

①

②



3.2. 病歴要約の評価依頼 （4/4） 専攻医

登録が完了しました。

以上で、専攻医による病歴要約の登録は完了です。

3. 病歴要約の登録と評価



3.3. 病歴要約の評価 （1/7）

① 指導医ユーザーでログインします。

② トップ画面のToDoにある、病歴要約の「未着手」の件数をクリックします。

指導医

②

3. 病歴要約の登録と評価



3.3. 病歴要約の評価 （2/7） 指導医

① 評価する病歴要約の「評価」をクリックします。

①

3. 病歴要約の登録と評価



3.3. 病歴要約の評価 （3/7） 指導医

①

②

3. 病歴要約の登録と評価

③

① 基本情報タブ～添付画像タブがあります。

② 必要事項（コメント）を入力します。

③ 一時保存する場合は、「一時保存」をクリックします。

（タブ切替時は自動保存されます。）



3.3. 病歴要約の評価 （4/7） 指導医

① すべてのタブのコメントを入力します。

② 「承認」をクリックします。

①

②

3. 病歴要約の登録と評価



3.3. 病歴要約の評価 （5/7） 指導医

① チェックリストを確認し、「□OK」にチェックします。

② 「確認画面へ進む」をクリックします。

①

②

3. 病歴要約の登録と評価



3.3. 病歴要約の評価 （6/7） 指導医

① 内容を確認します。

② 「評価を確定する」をクリックします。

①

②

3. 病歴要約の登録と評価



3.3. 病歴要約の評価 （7/7） 指導医

評価完了です。

以上で、担当指導医による病歴要約の評価は完了です。

3. 病歴要約の登録と評価
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